
フェノール硫酸法(全糖含量) 
 
1．試薬の調製 

10サンプル分(検量線作成 6サンプル＋試料 4サンプル) 
①標準試薬 
(1)グルコース 0.1gをはかり取り、蒸留水で 1Lに定容して 100μg/mLの標準試薬とする。 
(2)100μg/mLの標準試薬を希釈して、80μg/mL 、60μg/mL 、40μg/mL 、20μg/mL の
標準試薬を作製する。 
②5%(w/w)フェノール 
(1)フェノールを 20gはかり取り、蒸留水 190gを加えて完全に溶かす。 
 
2．検量線の作成 
(1)100μg/mL、80μg/mL 、60μg/mL 、40μg/mL 、20μg/mL の標準試薬と蒸留水 0.2mL
をそれぞれガラス試験管に取る。 
(2)それぞれに 5%(w/w)フェノール 0.2mLを加える。 
(3) 濃硫酸 1mLをすみやかに，器壁をつたわらせることなく液に直接加える。 
(4)混液を 10分間放置後ふりまぜ，室温に 10～20分間静置する。 
(5) 光路長 1cmのセルを用いて波長 490nmにおける吸光度を測定する。ディスポセルを用
いる場合は、セルに混液を入れた後、速やかに測定を行う。 
(6)吸光度を横軸に、糖量を縦軸にとって一次回帰直線を作成する。このとき、相関係数(R2)
は 0.9以上であることが望ましい。 
 
3．試料の全糖含量の測定 
(1)準備した試料 0.2mLをそれぞれガラス試験管に取る。 
(2)それぞれに 5%(w/w)フェノール 0.2mLを加える。 
(3) 濃硫酸 1mL をすみやかに，器壁をつたわらせることなく液に直接加える。硫酸を加え
た際に試料が黒変するようであれば、糖濃度が濃すぎるので希釈して再度実験を行う。 
(4)混液を 10分間放置後ふりまぜ，室温に 10～20分間静置する。 
(5) 光路長 1cmのセルを用いて波長 490nmにおける吸光度を測定する。ディスポセルを用
いる場合は、セルに混液を入れた後、速やかに測定を行う。 
(6)得られた吸光度を、作成した検量線に代入して全糖含量を算出する。 
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